
水稲新品種「はるもに」を開発
－３種類の病害に強く、暑い年でも品質・収量が安定－

 九州の普通期栽培に適し、イネの主要病害虫であるトビイロ ウンカ、縞
葉枯病、穂いもちに強い、水稲品種「はるもに」を開発しました。

 「ヒノヒカリ」よりも高温下での玄米の外観品質が優れており、食味は同等
です。

 特別栽培米の生産に取り組んでいる産地への普及が期待されます。
 「はるもに」の名前の由来は、複数の病害虫に強く、環境と調和した特別

栽培米に向く品種との期待から、「ハーモニー」に由来します。
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品種名 出穂期 稈長 穂数 玄米重 千粒重 品質 食味
（月.日） (cm) (本/㎡） (kg/a) (g) (1良-9否) (コシヒカリ基準:0)

はるもに 8.27 75 356 55.8 21.1 4.6 -0.07
ヒノヒカリ 8.26 81 366 53.3 22.5 6.4 -0.07
にこまる 8.29 81 318 62.7 23.4 4.3 -

「はるもに」の栽培特性

DNAマーカーによる耐病虫性遺伝子の検定
1 「西海246号」 2 「はるもに」 3 「関東BPH1号」
＊赤枠は抵抗性を示す。

高温（＋寡照）登熟耐性検定の玄米
上左 「関東BPH1号」
下左 「ヒノヒカリ」

上右 「はるもに」
下右 「にこまる」

品種名 葉いもち 穂いもち 縞葉枯病 トビイロウンカ

はるもに やや弱 中 抵抗性 抵抗性
ヒノヒカリ やや弱 やや弱 感受性 感受性
にこまる やや弱 やや弱 感受性 感受性 はるもに ヒノヒカリ

育成地における草姿

（栽培上の注意点）
・葉いもちに対する抵抗性は強くないので,
いもち病の常発地では生育初中期のいもち
病発生に注意し,適宜防除を行って下さい。
・トビイロウンカの一部のバイオタイプには
抵抗性が十分でない可能性があります。発
生状況を見極め、虫密度が高くなっている
場合は適宜防除を行って下さい
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